
万
葉
集
巻
二
－
一
六
二
番
歌
の
語
る
も
の

一
　
は
じ
め
に

万
葉
集
巻
二
の
挽
歌
群
に
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は
未
完
成
の
作
と
み
な
さ
れ
る

一
首
の
長
歌
が
あ
る
。

完
成
、
未
完
成
を
ど
こ
で
区
別
す
る
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
私
の
見
る
所
で

は
、
研
究
者
主
体
の
言
語
理
解
に
応
じ
得
ぬ
作
品
は
大
旨
、
未
完
成
と
考
え
ら
れ
て

来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

近
代
ヨ
ト
ロ
ッ
パ
の
人
々
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
後
進
国
と
決
め
込
ん

で
、
自
ら
の
考
え
方
を
至
上
の
も
の
と
し
て
「
後
進
国
」
　
へ
押
し
付
け
た
よ
う
に
、

そ
の
高
圧
的
な
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
産
物
に
よ
っ
て
成
っ
た
日
本
の
古
代
研
究
者
連

の
多
く
も
、
尺
度
を
自
己
の
認
識
力
に
お
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
万

葉
集
〓
ハ
二
番
歌
は
未
完
成
と
刻
印
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
今
日
、
欧
米
人
が
、
依
然
と
し
て
高
慢
で
あ
る
反
面
、
そ
の
分
の
反
省

も
加
え
ら
れ
て
、
今
ま
で
野
蛮
と
考
え
て
い
た
未
開
民
族
の
間
に
も
優
れ
た
文
化
の

存
在
す
る
事
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
、
人
間
の
考
え
方
を
相
対

祝
し
ょ
う
と
す
る
方
向
が
l
般
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
そ
う
し
た
考
え
方
が
定
着
し
て
行
く
時
、
日
本
に
於

い
て
も
確
実
に
あ
る
転
換
が
行
わ
れ
て
い
た
。
l
人
の
人
間
、
そ
れ
に
負
う
パ
ラ

横

　

倉

　

　

長

　

　

恒

ダ
イ
ム
の
転
換
。

「
文
学
と
は
何
か
」
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
輸
入
さ
れ
た
方
法
を
以
っ
て
対
処
す

る
の
で
は
な
く
、
文
学
を
根
本
か
ら
着
実
に
考
え
ぬ
こ
う
と
す
る
人
間
、
吉
本
隆
明

の
出
現
。
『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
』
、
『
共
同
幻
想
論
』
、
『
初
期
歌
謡
諭
』

の
、
「
三
部
作
」
に
負
う
所
は
ま
さ
に
決
定
的
で
あ
る
。

欧
米
文
化
の
方
法
を
以
っ
て
良
し
と
す
る
風
潮
の
中
で
一
人
の
人
間
が
思
考
し
続

け
て
得
た
そ
の
成
果
は
只
単
に
そ
の
人
の
近
辺
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
そ
こ
を
出
発
点
と
せ
よ
と
の
確
信
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
そ
こ
に
は
幾
重
に
も
考

え
ぬ
か
れ
た
方
法
と
し
て
の
普
遍
性
が
あ
っ
た
。

私
は
そ
の
仕
事
の
全
体
を
相
対
化
し
え
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
も
の
だ
が
、
善
本

隆
明
の
全
仕
事
は
、
今
日
、
古
橋
信
孝
氏
に
よ
っ
て
最
も
深
く
か
つ
批
判
的
に
受
け

止
め
ら
れ
「
文
学
の
自
立
」
と
い
う
言
葉
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
古
橋

氏
の
土
台
と
し
て
は
、
他
に
西
郷
借
綱
が
居
て
、
折
口
信
夫
が
居
た
。
そ
う
し
て

今
、
古
代
文
学
を
読
む
為
の
方
法
を
打
ち
立
て
ん
と
し
て
、
「
古
代
文
学
は
読
め
る

か
」
と
問
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
「
発
間
」
は
か
つ
て
の
古
代
文
学
研
究
に
は
な
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
読
め
る
事
は
明
ら
か
と
い
う
あ
ま
り
に
安
易
な
点
に
出

発
点
を
置
き
は
し
な
か
っ
た
か
。
古
橋
氏
の
方
法
論
は
、
学
問
と
し
て
原
点
か
ら
の

出
発
を
試
料
よ
う
と
す
る
限
り
に
於
い
て
恩
恵
を
蒙
む
る
事
多
大
で
あ
る
。
読
む
為
　
1
1
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の
論
理
化
へ
の
挑
戦
。

先
の
善
本
隆
明
の
理
論
に
は
れ
ば
、
我
々
の
所
持
す
る
「
も
の
の
考
え
方
」
と
い

う
も
の
は
、
時
代
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
か
つ
空
間
性
を
も
挿
つ
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
研
究
者
主
体
の
価
値
観
に
と
ど
ま
っ
て
対
象
た
る
作
品
を
未

完
成
呼
ば
わ
り
す
る
の
は
学
問
と
い
う
事
に
好
ま
し
い
と
は
い
え
ま
い
。

し
か
も
学
問
の
自
由
を
た
て
前
と
し
て
、
権
威
主
義
が
横
行
す
牒
閉
鎖
性
に
追
従

す
る
事
を
本
音
と
す
る
学
者
の
在
り
よ
う
か
ら
は
、
本
質
探
究
へ
向
け
て
の
大
胆
な

発
想
は
望
む
べ
く
も
無
か
っ
た
。
た
だ
一
人
膏
本
隆
明
が
、
権
威
か
ら
自
ら
を
解
き

放
ち
、
其
実
へ
の
問
い
掛
け
を
自
由
に
行
い
得
た
の
だ
と
思
う
。
従
っ
て
今
日
当
歌

が
あ
ら
た
め
て
姐
上
に
乗
せ
ら
れ
る
の
は
必
然
の
運
び
で
あ
る
と
も
云
え
る
と
忠

良
ノ
○
我
々
が
今
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
歌
は
次
の
よ
う
に
万
葉
集
に
載
せ
ら
れ
て
い

る。

天
皇
の
崩
り
給
ひ
し
後
、
八
年
九
月
九
日
、
奉
為
に
せ
し
御
密
会
の
夜
、
夢

の
姦
転
習
ひ
腸
へ
る
御
歌
盲
軸
詣
勿

明
日
香
の
　
清
御
原
の
官
に
　
天
の
下
　
知
ら
し
め
L
L
　
や
す
み
し
し
　
わ

が
大
王
　
高
照
ら
す
　
日
の
皇
子
　
い
か
さ
ま
に
　
念
ほ
し
め
せ
か
　
神
風
の

伊
勢
の
国
は
　
奥
つ
藻
も
　
靡
み
た
る
波
に
　
潮
気
の
み
　
香
れ
る
国
に
　
昧
疑

あ
や
に
と
も
し
き
　
高
照
ら
す
　
日
の
皇
子

こ
こ
で
は
、
題
詞
に
つ
い
て
、
夢
を
め
ぐ
る
疑
問
と
、
歌
そ
の
も
の
の
も
つ
問

題
、
即
ち
「
未
完
成
」
と
い
わ
れ
る
事
の
検
討
を
行
い
た
い
。
後
者
は
必
然
的
に
、

当
歌
が
「
挽
歌
」
た
る
ゆ
え
ん
も
明
ら
か
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。

ニ
　
題
詞
の
検
討

イ
　
夢
に
つ
い
て

『
万
葉
集
注
釈
』
（
浮
薄
久
孝
・
以
下
『
注
釈
』
と
記
す
）
に
詳
し
い
解
説
が
あ
る

が
、
歴
史
的
な
事
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
了
解
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寮
は
「
夢

裏
習
腸
」
と
漢
文
表
記
さ
れ
て
い
る
部
分
の
解
釈
で
あ
る
。

『
注
釈
』
は
「
夢
の
中
で
幾
度
も
く
り
か
え
し
自
然
に
覚
え
ら
れ
た
、
と
い
ふ
意

味
で
あ
ろ
う
。
」
之
捉
え
、
．
『
代
匠
記
』
初
稿
本
が
早
く
指
摘
し
て
い
る
巻
十
六
－
三

八
四
八
の
「
夢
裡
作
歌
」
を
例
挙
し
て
い
る
。
し
か
し
本
当
だ
ろ
う
か
。

作
者
は
持
統
天
皇
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
う
が
、
天
皇
と
記
し
た
と
た
ん

（1）

に
西
郷
信
綱
の
「
天
皇
は
夢
想
に
お
い
て
神
々
と
交
通
す
る
特
権
者
で
あ
っ
た
。
」
と

い
う
文
章
が
気
に
な
る
。
そ
う
な
る
為
に
は
夢
は
そ
の
周
辺
に
共
同
幻
想
化
さ
れ
た

観
念
の
構
造
を
用
意
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
古
く
、
夢
は
一
度
何
ら

か
の
形
で
人
間
の
意
識
の
対
象
に
上
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
夢
は
天
皇
に
の

み
か
か
わ
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
万
葉
集
転
さ
え
夢
は
百
に
近
い
数
を
兄
い
出

せ
る
。
確
か
に
時
代
は
下
る
。
家
持
を
め
ぐ
る
そ
の
近
辺
に
い
か
に
多
い
か
。
し
か

し
、
又
逆
に
天
智
挽
歌
に
於
い
て
、
天
皇
の
死
に
か
か
わ
っ
て
夢
が
歌
に
登
上
す
る

が
、
そ
れ
は
天
皇
が
歌
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
婦
人
の
歌
だ
。
婦
人
の
歌
に
天
皇
が

あ
ら
わ
れ
た
の
は
そ
の
為
だ
と
見
る
の
は
す
こ
し
強
引
に
す
ぎ
よ
う
。
日
並
皇
子
挽

歌
で
は
舎
人
が
歌
っ
て
い
る
。
夢
が
天
皇
に
の
み
か
か
わ
る
十
二
言
う
噂
に
は
従
っ
て

か
な
り
き
び
し
い
限
定
が
必
要
と
な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

以
下
因
み
に
い
く
つ
か
の
夢
を
辿
っ
て
み
る
事
に
す
る
。

『
古
事
記
』
に
於
け
る
夢
の
例
は
、
私
の
調
査
で
は
九
ヶ
所
あ
げ
ら
れ
る
。
序
文
に

チ

　

リ

チ

　

こ

　

　

　

と

ク

マ

7

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

ナ

　

ノ

　

　

ヲ

　

　

　

　

ヒ

　

ム

コ

ト

　

ヲ

　

　

イ

ク

リ

チ

　

エ

　

　

　

y

メ

ス

ム

コ

云
う
「
即
覚
レ
夢
而
敬
二
神
砥
こ
と
「
聞
〓
夢
歌
一
而
想
レ
某
レ
業
、
投
二
夜
水
一
而
知
レ
東
レ

基
」
が
そ
の
中
の
二
つ
。
宣
長
（
『
古
事
記
伝
』
）
は
「
夢
歌
の
事
は
書
紀
に
見
え
ず
、
源

つ
る
な
る
べ
し
」
と
言
う
。
次
に
は
「
神
武
記
」
「
高
倉
下
答
　
日
。
己
夢
云
。
天
照

大
神
高
木
神
二
柱
神
之
命
　
以
。
召
〓
建
御
雷
神
l
而
詔
。
～
」
と
、
「
故
如
夢
教
而
且
見
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己
倉
者
～
」
。
宣
長
（
『
〃
』
）
は
「
師
説
に
伊
米
は
寝
目
な
り
と
云
れ
き
」
、
「
眠
た
る
間

に
見
ゆ
る
由
な
り
」
と
い
う
。
次
に
は
「
巣
神
託
」
　
「
此
天
皇
之
御
世
。
役
病
多
起
。
人

カ
ム
ト
コ
ニ
マ
㌢
マ
セ
ル
ヨ
　
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
ノ
オ
ホ
カ
ミ
ミ
イ
メ
エ
ア
’
ハ
レ
チ
ノ
リ
ク
マ
ハ
ク

民
死
。
為
義
。
亦
天
皇
愁
歎
而
。
坐
神
林
之
夜
。
大
物
主
大
神
。
顕
於
御
夢
日
…
」
。

宜
長
は
「
神
林
は
、
迦
牟
登
許
と
訓
べ
し
」
、
「
此
は
書
紀
に
天
皇
の
沐
浴
蘭
戒
、
潔
〓

テ

ト

ノ

ノ

ウ

チ

ヲ

コ

ヒ

ノ

ミ

ク

マ

ハ

タ

　

　

　

イ

メ

三

ヲ

y

ヘ

サ

ト

シ

ク

マ

へ

浄
殿
内
－
而
祈
日
云
々
、
巽
亦
夢
真
数
之
云
々
、
と
あ
る
塵
に
あ
た
れ
ば
、
右
の
如

く
神
の
御
命
を
祈
請
て
、
斎
戒
潔
清
は
り
て
坐
、
御
妹
を
、
神
肱
と
は
云
な
る
へ

し
」
と
言
う
。
又
夢
に
つ
い
て
「
天
皇
の
大
御
夢
に
な
り
、
顕
と
は
、
如
此
疫
病
の

起
れ
る
ほ
、
此
大
神
の
御
心
ぞ
と
、
其
神
の
御
名
の
、
顕
れ
知
ら
れ
賜
ふ
意
に
て
云

ソ
′
キ
サ
キ
ニ
ト
ヒ
ク
マ
（
タ
ブ
八
丁
ヤ
ツ
キ
イ
メ

る
な
り
」
と
解
く
。
次
に
は
「
垂
仁
記
」
　
「
天
皇
贅
起
。
問
其
后
日
。
書
見
異

夢
。
1
」
と
「
従
沙
木
方
。
暴
雨
零
来
。
急
冷
書
面
。
又
錆
色
小
蛇
。
纏
擁
我
頸
。

カ
　
タ
　
ノ
イ
メ
ハ
　
ナ
ニ
ノ
ジ
ル
y
ニ
カ
7
ウ
マ
y
ト
ト
と
ク
マ
ヒ
キ

如
此
之
夢
。
是
有
何
　
表
也
。
～
」
。
そ
れ
に
「
於
是
天
皇
息
腸
而
御
寝
之
時
。

獣
聖
御
節
璧
修
理
我
大
宮
如
天
皇
之
御
舎
考
御
子
必
真
事
登
波
牟
」
。
そ
し
て

最
後
は
「
伸
京
記
」
「
亦
坐
其
地
伊
香
沙
和
気
大
神
之
命
。
見
於
夜
夢
l
莞
以
書
名

欲
易
御
子
之
御
名
」
。
宣
長
は
「
夜
夢
」
の
例
を
万
葉
に
求
め
て
い
る
。
そ
う
し
て

「
此
ほ
太
子
の
御
夢
に
は
非
で
御
供
人
の
夢
な
る
べ
L
L
と
言
う
。

『
日
本
書
紀
』
の
例
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
「
神
武
即
位
前
紀
」
「
時
彼
虞
有
レ
人
。

号
日
二
熊
野
高
倉
下
司
忽
夜
夢
、
天
照
大
神
、
謂
二
武
重
雷
神
l
日
、
～
」
「
高
倉
日
二

唯
々
l
而
落
之
。
明
且
、
俊
二
夢
中
教
丁
開
レ
庫
視
之
、
～
」
「
而
山
中
険
絶
。
無
二
復

可
レ
行
之
路
可
乃
棲
達
不
レ
知
三
共
所
l
一
験
渉
可
暗
夜
夢
。
天
照
大
神
訓
二
千
天
皇
一
日
、

朕
今
準
－
頭
入
関
鳥
可
～
」
「
果
有
二
頭
八
爬
烏
↓
自
レ
空
翔
降
。
天
皇
日
、
此
鳥
之
来
、

自
叶
〓
祥
夢
可
大
鼓
、
赫
奏
。
我
皇
祖
天
照
大
神
、
欲
三
以
助
〓
成
昇
業
一
乎
。
」
「
賊
虜

所
レ
拠
、
皆
是
要
害
之
地
。
故
道
路
絶
塞
、
無
レ
塵
レ
可
レ
通
。
天
皇
悪
之
。
是
夜
自
祈

而
寝
。
夢
有
〓
天
神
一
訓
之
日
、
～
」
「
天
皇
砥
夢
一
夢
訓
丁
依
以
将
レ
行
」
。

「
巣
神
紀
」
に
は
次
の
よ
う
に
出
る
。
「
天
皇
乃
沐
浴
斎
戒
、
潔
〓
浄
殿
内
↓
而
祈
之

日
、
朕
礼
レ
神
尚
未
レ
轟
邪
。
何
不
レ
享
之
甚
也
。
巽
亦
夢
真
数
之
、
以
章
二
神
恩
可
是

夜
夢
、
有
二
一
貴
人
可
～
」
（
七
年
二
月
）
、
「
秋
八
月
英
卯
朔
己
酉
、
倭
逆
送
神
浅
茅

原
目
妙
姫
・
穂
積
臣
遠
祖
大
水
口
宿
祢
・
伊
勢
麻
績
君
、
三
人
共
同
レ
夢
、
而
奏
言
、

昨
夜
夢
之
、
有
二
l
貴
人
↓
～
」
「
天
皇
得
〓
夢
辞
↓
益
歓
〓
於
心
可
～
」
「
九
年
春
三
月
甲

子
朔
戊
寅
、
天
皇
夢
有
〓
神
人
丁
萬
之
日
、
～
」
　
「
四
月
甲
午
朔
己
酉
、
俊
二
夢
之
教
丁

条
〓
基
牧
神
・
大
坂
神
ご
「
四
十
八
年
春
正
月
己
卯
朔
戊
子
、
天
皇
勅
〓
豊
城
命
・
活

自
尊
l
日
、
汝
等
二
子
、
慈
夢
共
斉
。
不
レ
知
。
局
為
レ
嗣
。
各
宜
レ
夢
。
朕
以
レ
夢
占

之
。
二
皇
子
、
於
是
、
被
レ
命
、
浄
沐
而
祈
森
。
各
得
レ
夢
也
。
合
明
、
兄
豊
城
命
以

こ
夢
辞
丁
奏
l
手
天
皇
l
日
、
自
登
〓
御
諸
山
丁
向
レ
東
、
而
八
廻
弄
槍
、
入
廻
撃
刀
。
弟

括
目
等
以
〓
夢
辞
一
奏
言
、
自
筆
一
御
諸
山
之
嶺
↓
絶
縁
l
一
四
万
可
逐
二
食
レ
莱
雀
可
則
天
皇

相
夢
、
謂
〓
二
子
l
日
、
兄
則
一
片
向
レ
東
。
普
治
二
束
国
司
弟
是
悉
臨
二
四
万
両
宜
批
〓
朕

位
一
」
。
こ
れ
を
受
け
て
、
「
垂
仁
紀
」
に
は
、
「
二
十
四
歳
、
困
〓
夢
祥
丁
以
立
為
〓
皇

太
子
こ
と
記
す
。
続
い
て
五
年
十
月
条
に
は
「
天
皇
則
宿
之
、
夢
皇
后
l
日
、
朕

今
日
夢
奏
、
錦
色
小
蛇
、
繰
二
千
朕
頸
可
～
」
　
「
則
挙
レ
袖
拭
レ
洋
、
従
レ
袖
溢
之
清
二
帝

面
可
故
今
日
夢
也
、
必
是
事
応
需
。
」
と
出
る
。

「
仁
徳
紀
」
に
は
「
摂
捧
逸
文
風
土
記
」
「
刀
我
野
」
の
牡
鹿
の
相
夢
と
内
容
の
同
じ

話
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
鹿
が
「
膏
今
夜
夢
之
、
白
霜
多
隆
之
覆
l
互
R

身
可
是
何
祥
焉
」
と
問
う
た
の
に
対
し
て
、
牝
鹿
が
「
敏
之
出
行
、
必
為
レ
人
見
レ

射
而
死
。
～
」
と
答
え
た
の
だ
っ
た
が
、
事
は
本
当
に
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

て
、
「
時
人
諺
日
、
鳴
牡
鹿
奏
、
随
l
面
夢
一
也
。
」
と
記
す
。

「
欽
明
紀
」
即
位
前
の
条
に
は
、
「
天
皇
幼
時
、
夢
有
レ
人
云
、
天
皇
寵
〓
変
奏
大
浄

父
老
↓
及
〓
壮
大
↓
必
有
〓
天
下
∵
森
驚
遣
レ
使
普
求
。
得
レ
自
l
山
背
国
紀
郡
深
草
里
↓

姓
字
果
如
〓
所
夢
こ
と
あ
り
、
こ
の
人
物
は
大
蔵
省
の
役
人
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
は
後
述
す
る
『
史
記
』
の
例
に
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
を
ふ

ま
え
て
の
記
載
か
も
し
れ
な
い
。

他
に
は
「
欽
明
紀
」
二
年
三
月
条
に
「
夢
皇
女
」
の
「
夢
」
が
出
る
。

大
ま
か
に
見
れ
ば
、
夢
に
よ
る
神
と
の
交
感
が
そ
の
主
な
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

相
夢
と
い
い
、
夢
禅
と
い
い
、
夢
辞
と
い
い
、
夢
真
数
、
夢
之
教
と
い
い
、
夢
訓
と

い
い
、
そ
の
全
て
が
、
夢
に
つ
い
て
の
、
そ
の
時
々
の
人
々
の
考
え
方
を
前
提
妃
し

て
の
記
載
と
我
々
に
は
見
え
る
。
特
に
『
書
紀
』
の
場
合
に
は
中
国
文
献
と
の
か
か
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わ
り
が
大
き
い
。

し
ば
ら
く
中
国
の
文
献
に
そ
の
姿
を
追
っ
て
み
ょ
う
。
既
に
『
論
語
』
述
而
五
に
は
、

子
日
、
甚
桑
、
膏
衰
也
、
久
臭
、
吾
不
三
復
夢
見
二
周
公
可

と
あ
っ
て
、
孔
子
に
於
け
る
夢
の
在
り
様
が
想
像
さ
れ
る
。
『
礼
記
』
な
ど
に
も
見

える。今
便
宜
的
に
『
説
文
解
字
』
を
引
い
て
み
る
と
、

拶
廉
而
有
覚
也
臥
｛
臥
「
夢
声
周
礼
以
日
月
星
辰
占
六
拶
之
書
凶
l
日
正
壁
一

日
夢
拶
三
日
思
藤
四
日
皆
野
五
日
喜
藤
六
日
催
拶
凡
膠
之
属
皆
臥
膠

と
、
周
公
且
の
『
周
礼
』
に
遡
っ
て
説
明
す
る
。

「
以
〓
日
月
星
辰
－
占
六
渉
之
吉
凶
」
と
い
う
時
、
夢
は
人
力
を
越
え
た
も
の
と
し

て
存
す
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

『
論
衡
』
恢
国
第
五
十
八
で
は
、

高
祖
母
妊
之
時
、
蚊
龍
在
レ
上
、
夢
典
レ
神
遇
。

と
記
す
。
「
妊
之
時
」
と
は
ま
さ
し
く
「
夢
」
に
も
通
じ
る
性
格
の
も
の
と
し
て
時

代
性
を
示
す
表
現
と
い
え
る
。

『
荘
子
』
に
は
次
の
よ
う
な
夢
が
あ
ら
わ
れ
る
。

（2）

古
之
真
人
、
其
寝
不
レ
夢
其
覚
無
レ
憂
。
…
…
旧

且
汝
夢
、
為
レ
鳥
而
屑
二
乎
天
↓
夢
為
レ
魚
而
没
二
於
淵
可
　
不
レ
識
今
之
言
者
其
覚

（3）

者
乎
其
夢
者
乎
。
…
…
拗

夢
飲
レ
洒
者
、
且
而
笑
泣
、
夢
巽
泣
者
、
且
而
田
猟
。
方
こ
其
夢
l
也
、
不
知
〓
其

夢
l
也
。
夢
之
中
又
占
〓
其
夢
一
寓
。
覚
而
後
知
二
其
夢
l
也
。
且
有
二
大
覚
l
而
、
後
二

此
大
夢
l
也
。
而
愚
者
、
自
以
為
レ
覚
。
病
癖
然
知
レ
之
。
君
乎
牧
平
。
固
哉
。
丘

也
輿
レ
女
。
皆
夢
也
。
予
謂
二
女
夢
可
亦
夢
也
。
是
其
言
也
。
其
名
為
〓
弔
詭
可
萬

（4）

世
之
後
。
而
一
遇
〓
大
聖
】
知
〓
其
解
l
者
、
是
且
暮
過
レ
之
也
。
‥
…
・
刷

昔
老
若
夢
為
＝
胡
蝶
蒜
岡
然
胡
蝶
也
。
自
噴
適
レ
志
輿
。
不
レ
知
レ
周
也
。
俄
1
4

然
党
則
議
連
然
周
也
。
不
レ
知
下
周
之
夢
為
〓
胡
蝶
l
奥
山
胡
蝶
之
夢
為
レ
周
輿
。
周

（5）

輿
〓
胡
蝶
l
則
必
有
レ
分
兵
。
此
之
謂
二
物
化
∵
‥
…
㈲

匠
石
帰
。
轢
社
見
レ
夢
日
。
女
将
二
悪
乎
比
ウ
予
哉
。
署
将
レ
比
l
亨
於
文
木
一
邪
。

夫
狙
梨
橘
柚
果
蔵
之
屡
。
実
熟
則
剥
。
則
唇
。
大
枝
折
。
小
析
泄
。
此
以
二
其
能
l

昔
二
共
生
l
者
也
。
故
不
レ
終
〓
其
天
年
一
両
中
道
天
。
自
培
コ
撃
於
世
俗
】
老
也
。
物

莫
レ
不
レ
若
レ
是
。
…
…

（6）

匠
石
覚
而
診
〓
其
夢
可
…
・
‥
倒

こ
の
中
、
刷
の
「
轢
社
」
と
は
、
「
社
」
よ
り
し
て
、
宗
教
に
関
わ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
「
轢
」
に
よ
っ
て
成
立
す
る
「
社
」
　
の
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
、

『
荘
子
』
に
於
い
て
さ
え
、
夢
は
舌
代
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
も
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
全
体
か
ら
見
た
所
で
は
『
荘
子
』
に
於
け
る
夢
は
明
ら
か
に
表
現
の
具
と
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
あ
げ
て
い
な
い
が
、
後
続
の
文
章
を
読
ん
で
行

く
と
、
全
体
が
夢
の
見
方
と
か
何
か
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
己

主
張
の
方
便
と
し
て
夢
話
を
採
用
し
て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
事
が
わ
か
る
。
そ
れ
に

佃
の
夢
な
ど
考
え
れ
ば
、
夢
が
夢
で
あ
る
と
は
っ
き
り
理
解
さ
れ
て
い
る
と
見
て
さ

し
っ
か
え
な
い
と
思
う
。
し
か
も
『
荘
子
』
の
中
に
は
孔
子
が
と
り
込
ま
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
孔
子
さ
え
、
荘
子
の
言
わ
ん
と
す
る
事
へ
奉
仕
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
そ
れ
だ
け
の
『
荘
子
』
の
中
の
夢
は
、
も
は
や
認
識
の
原
初
形
態
に
位
置
す

る
夢
と
は
異
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
あ
え
て
図
式
化
す
れ
ば
、
Ⅲ
夢
が
不
可
思
議
に

し
て
力
を
持
ち
得
た
段
階
、
㈲
夢
を
合
理
的
に
見
よ
う
と
し
て
い
る
段
階
、
聞
夢
を

表
現
の
具
と
し
て
い
る
段
階
に
整
理
で
き
る
の
で
ほ
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
し
て
そ
れ

は
便
宜
的
に
瓜
孔
子
以
前
V
、
瓜
孔
子
Ⅰ
荘
子
の
間
∀
、
A
荘
子
以
後
V
と
大
き
く
括
れ

そ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
古
い
も
の
が
後
々
ま
で
残
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

そ
こ
で
今
何
ら
か
の
形
で
『
荘
子
』
を
一
つ
の
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
の
で
は
と
思
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わ
れ
る
一
・
二
の
文
献
を
見
て
お
き
た
い
。
日
本
へ
の
影
響
と
か
が
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

『
列
子
』
周
磋
第
三
第
四
章
に
は
、

覚
有
二
八
散
↓
夢
有
l
天
候
∵
・
．
…
・

と
あ
っ
て
、
人
間
の
精
神
に
於
け
る
「
覚
」
と
「
夢
」
に
つ
い
て
述
べ
、
続
い
て
、

葵
謂
二
六
侯
可
　
l
日
正
夢
。
二
日
壷
夢
。
三
日
息
夢
。
四
日
落
夢
。
五
日
喜
夢
。

六
日
憺
夢
。
此
六
着
、
神
所
レ
交
也
。

と
記
す
。
「
神
所
レ
交
也
」
は
注
目
さ
れ
る
。
明
治
書
院
版
『
列
子
』
注
釈
で
は
、

「
『
神
』
は
、
精
神
。
心
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
『
判
子
』
は
又
、

不
レ
識
l
惑
変
之
所
り
起
者
、
事
至
則
惑
三
共
所
〓
由
然
一
識
二
感
変
之
所
り
起
者
、
事

至
則
知
三
共
所
こ
由
然
可
知
三
共
所
〓
由
然
↓
則
無
り
所
レ
恒
。

と
記
し
て
、
人
間
の
心
の
在
り
様
に
つ
い
て
、
理
智
の
働
き
の
人
間
に
与
え
る
二
つ

の
事
を
解
く
。
即
ち
「
感
変
の
起
る
所
」
を
、
H
「
散
ら
ざ
る
者
」
は
事
に
直
面
し

て
惑
う
の
だ
と
云
い
、
⇔
「
散
る
者
」
は
理
由
が
わ
か
る
の
だ
か
ら
、
事
に
直
面
し

て
も
一
向
に
「
但
る
る
所
」
が
な
い
と
言
う
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
「
夢
」
さ
え
も
、

一
体
之
盈
虚
消
息
、
皆
通
l
於
天
地
↓
応
〓
於
物
頬
可

で
あ
る
が
故
に
、

陰
気
杜
、
則
夢
渉
〓
大
水
一
而
恐
催
、
陽
気
牡
、
則
夢
渉
〓
大
火
l
而
熔
購
、
陰
陽

倶
牡
、
則
夢
二
生
穀
叫
其
飽
則
夢
輿
、
甚
飢
則
夢
取
。
是
以
以
〓
浮
虚
一
為
レ
疾
者
則

夢
務
、
以
〓
沈
実
嘉
レ
疾
者
、
則
夢
闇
。

だ
と
云
う
。
更
に
具
体
的
に
は
、

薄
レ
帯
而
寝
、
則
夢
レ
蛇
、
飛
鳥
街
レ
髪
、
則
夢
レ
飛
、
将
レ
陰
夢
レ
火
、
将
レ
疾
夢
レ

食
、
飲
酒
者
賓
、
歌
麿
者
巽
。

と
云
う
。
さ
て
、
夢
に
対
す
る
「
覚
」
に
つ
い
て
は
、
自
明
だ
と
云
わ
ん
ば
か
り
に
特
別
の

言
及
ほ
な
い
。
し
か
し
、
次
の
言
は
、
夢
と
覚
と
を
、
人
間
の
心
の
営
み
の
中
に
止

揚
し
た
も
の
と
し
て
記
憶
す
る
に
価
す
る
も
の
と
思
う
。

神
道
為
レ
夢
、
形
按
為
レ
事
。
故
童
想
夜
夢
、
神
形
所
レ
遇
。
故
神
凝
着
、
想
夢

自
消
。
信
レ
覚
不
レ
語
、
借
レ
夢
不
レ
連
。
物
化
之
往
来
者
也
。
古
之
英
人
、
其
覚
自

忘
、
其
寝
不
レ
夢
。
幾
虚
語
我
。

「
古
之
英
人
、
其
覚
自
忘
、
共
演
不
レ
夢
」
は
、
先
に
あ
げ
た
『
荘
子
』
資
料
U
に

そ
っ
く
り
で
あ
る
。

し
か
る
に
今
、
「
記
紀
」
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
『
准
南
子
』
を
見
る
と
、

巻
二
「
倣
其
訓
」
の
中
に
、

響
若
下
夢
為
レ
鳥
而
飛
〓
於
天
可
夢
為
レ
魚
而
没
申
於
渕
山
方
〓
其
夢
一
也
。
不
レ
知
〓
其

夢
一
也
。
覚
而
後
、
知
二
其
夢
一
也
。
今
将
有
二
大
覚
∵
然
後
知
三
今
此
之
為
二
大
夢
l

也。
と
あ
っ
て
、
『
荘
子
』
に
よ
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

声
需
学
レ
御
三
年
而
無
レ
得
蔦
。
私
自
背
痛
。
常
寝
コ
想
之
可
中
夜
、
夢
レ
受
〓
秋

薦
於
師
可
明
日
往
朝
。
師
望
而
謂
レ
之
日
。
吾
非
レ
愛
二
道
於
子
一
也
、
恐
l
字
不
り
可
レ

予
也
。
今
日
教
レ
子
以
二
秋
駕
叫
声
需
反
走
、
北
面
再
拝
日
、
臣
有
〓
天
草
↓
今
夕
固

夢
受
レ
之
。
故
老
子
日
、
致
レ
虚
極
、
守
レ
静
鴬
、
萬
物
競
作
、
膏
以
観
二
其
復
包
。

話
の
型
と
し
て
は
、
あ
る
一
事
の
為
に
菅
に
瀕
し
て
い
た
所
、
夢
に
敦
を
得
た
と

い
う
例
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
「
記
紀
」
に
頻
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
老
子
の
名

が
気
に
な
る
。
『
荘
子
』
を
ふ
ま
え
、
か
つ
、
老
子
の
名
が
見
え
る
と
い
う
事
は
、

と
り
も
な
お
き
ず
、
道
家
の
思
想
の
系
列
に
位
置
す
る
も
の
だ
と
云
う
事
だ
。

さ
て
以
上
の
事
か
ら
考
え
ら
れ
る
事
と
し
て
、
中
国
大
陸
に
於
け
る
夢
の
対
象
化

は
、
既
に
思
想
の
形
式
転
応
用
さ
れ
る
レ
ベ
ル
に
連
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ
、
そ
の

レ
ベ
ル
の
言
葉
に
た
よ
っ
て
、
日
本
の
口
承
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し

て
お
こ
う
。
天
武
天
皇
の
詮
号
、
「
天
停
車
原
液
真
人
天
皇
」
の
「
真
人
」
に
も
注
目

し
て
お
き
た
い
。
こ
の
場
合
「
真
人
」
と
は
道
家
の
側
の
概
念
、
仏
教
の
概
念
、
天

武
の
八
色
姓
の
概
念
が
考
え
ら
れ
る
が
、
仏
教
と
の
関
わ
り
を
強
調
す
る
事
は
ど
う

や
ら
出
来
そ
う
に
な
い
。
天
武
近
辺
の
生
者
に
よ
る
詮
号
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
天
武

を
し
て
「
英
人
」
の
名
を
付
着
せ
し
め
る
ほ
ど
の
在
り
様
が
把
握
さ
れ
、
形
象
さ
れ
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て
い
た
と
云
う
事
な
の
に
違
い
な
い
。

そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
、
多
少
時
間
的
な
連
れ
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
漢
詩
上
に
於
け
る

日
本
の
状
況
を
見
て
お
こ
う
。
例
え
ば
『
懐
風
藻
』
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
夢
を

め
ぐ
っ
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

唐
便
劉
徳
高
、
見
而
異
日
、
此
皇
子
風
骨
不
レ
似
二
世
聞
入
可
実
非
t
乱
国
之
分
可

嘗
夜
夢
。
天
中
洞
啓
、
発
表
老
翁
、
捧
レ
日
而
至
。
撃
授
二
皇
子
可
忽
有
レ
人
。
従
二

腋
底
一
出
来
。
便
奪
将
去
。
覚
而
驚
異
。
具
夢
一
藤
原
内
大
臣
∵
親
日
。
恐
聖
朝
万

歳
之
後
、
有
〓
巨
滑
間
費
可
然
臣
平
生
日
、
豊
有
二
郎
レ
此
事
乎
。
臣
聞
。
天
道
無
レ

親
、
惟
善
是
輔
。
麒
大
王
勤
修
レ
徳
。
災
異
不
レ
足
レ
憂
也
。
臣
有
二
息
女
可
憐
納
こ

（9）

後
産
↓
以
充
〓
箕
帯
之
妾
可
遂
結
二
姻
戚
可
以
親
愛
之
。

こ
れ
は
夢
告
で
あ
り
、
夢
解
の
例
と
し
て
捉
え
得
る
。
こ
の
中
の
「
天
道
無
レ
親
」

は
、
岩
波
古
典
大
系
本
頭
注
に
よ
る
と
、
『
老
子
』
に
同
文
の
あ
る
由
。
鎌
足
が
ら

み
と
な
る
と
、
孔
子
の
流
れ
を
重
視
す
べ
き
か
。

腎
老
優
年
暮
　
明
君
巽
日
新

（10）

周
日
戟
逸
老
　
殿
夢
得
伊
人

『
十
八
史
略
』
巻
一
段
の
条
に
は
、
武
丁
の
時
代
を
記
し
て
ヾ

夢
得
〓
良
弼
可
　
日
レ
説
。
説
為
二
育
廉
で
築
二
手
伝
巌
可
求
得
レ
之
。
立
為
レ
相
。

と
あ
り
、
夢
の
告
で
宰
相
を
得
た
例
と
し
て
、
早
く
は
『
史
記
』
「
段
本
紀
」
に
も

見
え
る
も
の
で
あ
る
。

他
郷
頻
夜
夢

寝
裏
歓
如
実

空
思
向
桂
影

山
川
瞼
易
路

談
輿
麗
人
同

驚
前
恨
泣
空

独
坐
聴
松
風

（11）

展
韓
憶
間
中

石
上
乙
麿
の
作
で
あ
る
。
岩
波
古
典
大
系
本
頭
注
は
『
遊
仙
窟
』
　
「
少
時
坐
陸
、

則
夢
見
二
十
娘
∵
驚
党
規
之
、
忽
然
空
レ
手
」
を
あ
げ
、
万
葉
集
に
は
「
う
つ
く
し
と

思
ふ
わ
ざ
も
を
夢
に
見
て
起
き
て
探
る
に
な
き
が
か
な
し
さ
」
　
（
二
九
一
四
）
が
あ

る
と
指
摘
す
る
。
私
な
ど
は
、
こ
の
例
に
閑
し
、
『
列
子
』
等
に
確
認
で
き
る
水
準

の
「
夢
」
を
見
得
る
も
の
と
患
う
。
人
間
の
精
神
活
動
に
於
け
る
夢
の
対
象
化
、
相

対
化
の
水
準
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
夢
が
そ
の
不
可
思
議
な
る
力
に
よ
っ
て
実
効
あ
る

も
の
と
さ
れ
た
在
り
方
に
対
し
、
夢
は
実
効
の
な
い
、
か
え
っ
て
心
を
傷
ま
し
め
る

も
の
と
し
て
把
蛙
さ
れ
る
と
い
う
、
そ
う
し
た
在
り
方
を
語
る
も
の
と
み
な
し
得
る

と
考
え
る
。
中
国
に
於
け
る
夢
の
相
対
化
と
全
く
同
じ
よ
う
な
事
が
日
本
の
漢
詩
文

圏
に
存
在
す
る
事
例
の
典
型
と
言
え
よ
う
。
恋
心
と
い
う
対
幻
想
に
よ
っ
て
、
夢
の

共
同
幻
想
が
喰
い
破
ら
れ
て
行
く
一
つ
の
例
と
も
見
れ
る
ほ
ず
。

な
お
『
遊
仙
窟
』
で
は
、

夢
中
疑
〓
是
実
l
　
覚
後
忽
非
其

誠
知
〓
腸
欲
り
断
　
窮
鬼
故
調
レ
人

とか、
積
愁
勝
己
断
、
　
懸
望
限
応
レ
穿

今
育
英
レ
閉
レ
戸
　
夢
裏
向
二
葉
辺
一

と
か
出
て
い
る
が
、
「
夢
」
と
「
実
」
を
対
比
さ
せ
、
後
者
は
「
実
」
　
の
苦
し
さ
を

「
夢
」
を
用
い
て
克
服
せ
ん
と
の
思
い
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
既
に
、
明
確
な

「
夢
」
を
用
い
て
の
表
現
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

『
懐
風
藻
』
九
七
で
は
、
「
吾
衰
へ
て
久
し
く
周
を
款
か
ふ
」
と
い
う
一
連
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
論
語
』
を
ふ
ま
え
た
も
の
だ
。
他
に
も
例
は
あ

る
が
こ
れ
く
ら
い
で
良
か
ろ
う
。
『
文
華
秀
麗
集
』
な
ど
に
も
夢
は
あ
ら
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
夢
の
系
譜
は
も
う
l
つ
あ
る
ら
し
い
。
い
や
二
つ
と
云
う
べ
き
か
。

（12）

そ
の
一
つ
は
、
仏
教
の
そ
れ
だ
。
西
郷
信
綱
は
、
柳
田
国
男
の
考
え
方
を
介
し

て
、
そ
も
そ
も
、
夢
は
仏
教
に
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
言
う
け
れ
ど
も
、
『
大
般
若
経
』

五
百
九
十
六
に
は
、
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復
次
善
勇
猛
、
如
l
入
夢
中
説
レ
夢
、
所
レ
見
種
種
自
性
如
レ
是
、
所
レ
説
夢
境
、

自
性
絶
無
l
ニ
望
侶
↓
何
以
故
、
善
勇
猛
、
夢
尚
非
レ
有
、
況
有
二
夢
境
自
性
可
甘
説
。

と
あ
り
、
『
続
日
本
紀
』
大
宝
三
年
三
月
十
日
条
に
は
、
「
詔
、
四
大
寺
読
二
大
般
若
経
↓

虔
二
一
百
人
T
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
神
亀
二
年
問
正
月
十
七
日
条
に
は
、
「
話
二
僧

六
盲
人
於
宮
中
↓
読
二
諦
大
般
若
経
↓
為
レ
除
〓
爽
異
一
也
、
」
と
も
あ
り
、
天
平
七
年

五
月
二
十
四
日
条
に
は
、
「
於
二
宮
中
、
及
大
安
、
薬
師
、
元
興
、
興
福
四
寺
一
転
コ
読

大
般
若
経
↓
為
下
消
〓
除
災
害
↓
安
中
寧
国
家
上
也
、
」

と
あ
る
な
ど
後
世
に
渡
っ
て
『
大
般
若
経
』
を
読
ん
で
い
る
事
が
確
か
め
ら
れ
る
。

し
か
も
そ
れ
が
目
的
を
明
確
に
示
し
て
読
ま
れ
て
い
る
事
が
重
大
で
あ
る
。
決
し
て

仏
教
本
来
の
悟
り
を
求
め
て
の
も
の
で
は
な
い
点
に
目
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

万
葉
集
で
こ
の
項
を
見
る
と
、
巻
五
日
本
挽
歌
題
詞
に
は
、

け
だ
し
聞
か
く
は
星
の
起
減
は
夢
の
皆
空
し
き
に
方
べ
、
三
界
の
漂
流
は
環
の

息
ま
ざ
る
に
喩
ふ
。

と
あ
る
か
ら
、
仏
典
に
よ
る
「
夢
」
　
の
把
塩
が
そ
れ
な
り
に
な
さ
れ
て
い
る
と
見

て
良
さ
そ
う
だ
。
こ
の
場
合
、
「
夢
」
は
「
皆
空
し
き
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
の
が

重
要
で
あ
ろ
う
。
年
は
神
色
五
年
（
七
二
八
年
）
　
の
事
で
あ
る
。

一
般
に
仏
は
夢
に
は
関
わ
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
る
が
、
イ
ン
ド
古
代
の
文
化
に
う

と
い
私
に
は
、
仏
教
と
夢
の
本
質
的
な
関
わ
り
方
を
説
明
し
得
な
い
。
し
か
し
先
の

題
詞
に
続
け
て
、

伏
し
て
来
春
を
厚
く
し
、
具
に
芳
旨
を
承
り
ぬ
。
忽
に
漢
を
隔
つ
る
恋
を
成

し
、
ま
た
梁
を
抱
く
意
を
傷
ま
し
む
。
た
だ
羨
は
く
は
、
去
留
憲
無
く
、
遂
に
雲

を
披
く
を
得
た
む
の
み
。

に
あ
げ
ら
れ
た
　
「
抱
披
レ
染
之
意
」
　
が
諸
注
釈
に
云
う
よ
う
に
『
荘
子
』
を
含
め
た

も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
時
の
日
本
の
人
々
は
一
旦
中
国
に
入
っ
た
仏
典
を
享
受

し
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
総
じ
て
、
儒
教
、
道
教
、
仏
教
と
、
広
く
中
国
文
化
全
般

を
導
入
す
る
過
程
で
、
「
夢
」
を
「
夢
」
と
し
得
る
土
壌
が
つ
ち
か
わ
れ
て
行
っ
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
で
は
、
例
え
ば
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
「
悪
夢
に
依
り
、
誠
の
心
を

至
し
て
経
を
諭
せ
便
め
、
奇
し
き
表
を
示
し
て
、
命
を
全
く
す
る
こ
と
得
る
縁
　
第

二
十
」
に
於
け
る
仏
教
説
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
神
と
仏
が
入
れ
か
わ
っ
た
だ
け

の
よ
う
な
様
相
を
皇
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
も
す
る
。
し
か
も
こ
の
方
は
平
安
を
こ

え
て
更
に
後
々
ま
で
も
尾
を
引
く
事
に
な
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
「
女
人
、
渾

シ
ク
嫁
ぎ
て
子
を
乳
に
飢
ゑ
し
む
る
が
故
に
、
現
報
を
得
る
縁
第
十
六
」
も
例
示
し

得
る
。
上
巻
第
十
八
に
は
観
音
の
力
に
よ
っ
て
、
夢
の
告
げ
を
得
る
話
も
あ
る
。

大
和
国
添
上
郡
山
村
の
里
に
居
た
一
人
の
老
母
の
女
夫
婦
（
と
二
人
の
孫
）
を
県

の
主
宰
と
し
て
外
住
さ
せ
留
守
を
す
る
或
る
日
の
事
「
億
に
女
の
為
に
夢
に
悪
し
き

瑞
相
を
見
る
」
と
書
き
出
す
所
は
、
そ
の
悪
し
き
夢
が
仏
を
信
じ
詞
経
す
る
事
で
克

服
さ
れ
る
の
だ
と
予
想
さ
せ
る
訳
だ
け
れ
ど
、
「
瑞
相
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
所
を
参

考
に
す
れ
ば
、
教
練
説
な
ど
も
と
り
込
み
な
が
ら
、
事
態
転
急
を
感
じ
た
当
事
者
が
、

か
つ
て
は
神
の
加
護
に
よ
っ
て
切
り
ぬ
け
て
い
た
構
図
と
同
様
の
構
図
の
中
で
、
神

な
ら
取
仏
を
倍
ず
る
功
徳
に
よ
っ
て
災
を
逃
が
れ
得
る
と
い
う
新
し
い
展
開
を
示
す

も
の
を
我
々
の
目
の
前
に
さ
ら
け
出
す
。
以
後
、
夢
の
例
は
、
「
正
夢
」
「
虚
夢
」
「
書

夢
」
「
悪
夢
」
「
霊
夢
」
「
寄
夢
」
「
思
夢
」
等
々
と
多
く
、
夢
を
め
ぐ
る
共
同
幻
想
は

そ
れ
独
自
で
文
化
の
様
を
語
る
ほ
ど
に
人
間
世
界
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
行
く
。

西
郷
借
綱
は
『
古
代
人
と
夢
』
の
中
で
、
「
崇
神
紀
」
四
十
八
年
正
月
条
の
記
事
虹

つ
い
て
、沐
浴
し
祈
っ
て
寝
て
夢
を
得
た
と
あ
る
点
を
見
落
す
べ
き
で
な
い
。
す
な
わ
ち

こ
れ
は
、
た
ん
な
る
自
然
発
生
的
な
夢
で
は
な
く
、
一
定
の
祭
式
的
な
手
続
き
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
夢
な
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
は
公
的
に
借
ず
べ
き
も
の

で
あ
り
え
た
の
だ
。

と
言
う
。
公
的
と
は
共
同
幻
想
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
事
を
さ
し
て
い
る
と
す

（18）

れ
ば
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
西
郷
は
続
い
て
「
夢
殿
」
の
夢
に
思
い
を
は
せ
、
「
崇
神

紀
」
の
「
神
林
に
坐
し
し
夜
」
の
神
林
を
、
『
古
事
記
伝
』
や
『
古
事
記
全
寮
』
の
解

釈
に
の
っ
と
っ
て
、
「
紛
れ
も
な
く
夢
を
得
る
為
の
祭
式
的
行
為
」
の
意
味
と
把
え
、
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「
古
代
人
」
を
、
「
祭
式
的
に
夢
が
得
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
た
人
々
」
と
規
定
し
ょ
う

と
す
る
。
そ
う
し
て
法
隆
寺
夢
殿
の
名
称
の
由
来
を
『
今
昔
物
語
』
な
ど
の
記
述
に

探
り
、
「
太
子
が
何
日
に
も
わ
た
っ
て
禅
定
に
入
っ
た
の
を
、
時
の
人
、
ま
だ
仏
教

上
の
禅
定
と
い
う
も
の
の
何
た
る
か
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
た
だ
夢
堂
に
こ
も
っ

た
と
い
う
風
に
云
」
　
っ
た
と
考
え
、
「
夢
殿
の
名
は
、
仏
教
上
の
命
名
で
は
な
く
、

民
衆
の
方
か
ら
来
た
と
推
鄭
で
き
る
」
と
結
論
す
る
。
し
か
し
本
当
に
そ
う
言
え
る

か
。
言
え
る
と
し
て
も
そ
れ
は
後
世
か
ら
の
言
及
で
あ
り
、
現
実
を
語
り
得
る
か
ど

う
か
。
西
郷
は
、
聖
徳
太
子
は
「
禅
定
の
た
め
夢
殿
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
」

「
禅
定
は
宗
教
的
瞑
想
で
あ
っ
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
個
人
的
な
行
為
で
あ
る
」
と

言
い
、
民
衆
は
「
夢
託
を
乞
う
こ
と
が
主
と
し
て
政
治
に
か
か
わ
り
、
い
わ
ば
公
的

な
性
格
を
も
つ
」
故
に
夢
殿
に
入
っ
た
と
考
え
て
い
た
と
云
う
の
だ
が
、
こ
れ
も
、

聖
徳
太
子
の
幻
想
を
あ
ま
り
に
過
大
に
評
価
し
す
ぎ
る
の
で
は
と
多
少
の
疑
問
を
抱

か
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
特
町
前
者
に
つ
い
て
資
料
が
手
許
に
な
い
の
で
こ
れ
以

上
の
言
及
は
さ
け
る
が
、
「
神
林
」
に
入
る
こ
と
や
「
沐
浴
」
を
も
っ
て
、
夢
託
を

得
る
為
の
祭
式
的
行
為
だ
と
言
う
時
、
確
か
に
そ
れ
は
認
め
得
る
と
し
て
も
、
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
す
る
行
為
全
体
が
、
日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
見
る

の
は
危
険
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
『
礼
記
』

等
に
流
れ
込
ん
で
い
た
も
の
、
そ
れ
を
相
対
化
し
た
孔
子
の
近
辺
に
、
言
わ
れ
る
が

如
く
全
く
祭
式
行
為
め
い
た
も
の
が
無
い
と
断
言
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
だ
か
ら
で

あ
る
。
「
崇
神
託
」
と
「
崇
神
紀
」
と
の
比
牧
の
中
で
、
西
郷
が
『
古
事
記
』
に
夢
見

る
為
の
事
前
準
備
の
沐
浴
が
記
さ
れ
な
い
の
は
自
明
の
事
だ
か
ら
だ
と
考
え
た
の
と

同
様
の
論
理
は
、
様
々
の
儀
礼
に
つ
い
て
記
し
た
『
周
礼
』
『
礼
記
』
な
ど
に
も
通

じ
る
も
の
と
言
え
る
は
ず
だ
。

以
上
の
事
を
手
が
か
り
に
し
て
再
び
当
初
の
題
詞
に
云
う
夢
に
帰
ろ
う
。
そ
こ

で
気
づ
く
の
は
「
御
密
含
」
と
い
う
仏
教
に
関
わ
る
行
事
の
事
だ
。
ど
う
考
え
て

も
そ
の
系
列
に
於
い
て
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
決
し
て
聖
徳
太
子
の
夢
に

つ
い
て
西
郷
借
綱
が
言
及
し
た
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
な
ぜ
な

ら
、
個
人
的
な
瞑
想
と
は
言
え
な
い
か
ら
だ
。
仏
教
行
事
と
し
て
、
「
公
的
」
行
為

そ
の
も
の
で
あ
る
。
死
者
に
か
か
わ
る
に
仏
教
上
の
行
事
を
も
っ
て
し
た
と
い
う
の

は
確
か
に
新
し
い
共
同
幻
想
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
見
て
良
い
。
と
も
あ
れ
、
そ
の

夜
に
夢
を
見
た
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
、
十
六
巻
の
歌
で
は
「
夢
」
は
夢
で
も
「
夢

の
裏
に
つ
く
り
」
　
「
覚
め
て
帝
習
」
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
二
巻
の
寄
き
様
と
十

六
巻
の
書
き
様
は
峻
別
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
。
『
全
註
釈
』
は
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て

い
る
。
『
私
注
』
な
ど
は
「
夢
に
う
か
さ
れ
た
巫
女
」
が
作
っ
た
な
ど
と
あ
ら
れ
も

な
い
事
を
云
う
。
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
に
し
て
も
一
回
は
資
料
を
き
っ
ち
り
と
位

置
づ
け
て
見
る
事
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
私
の
考
え
る
限
り
で
は
、
こ
の
場
合
の
夢
と

は
、
曽
本
隆
明
が
云
う
よ
う
に
「
言
語
で
理
解
さ
れ
て
い
る
潜
在
的
思
想
が
、
像
に

置
き
か
え
ら
れ
た
も
の
」
と
し
て
、
天
智
挽
歌
な
ど
に
於
け
る
夢
と
同
位
相
の
夢
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
れ
は
多
分
に
中
国
の
A
『
荘
子
』
以
降
の
夢
V
に
規
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
も
の
と
思
う
。

ロ
　
　
「
習
」
　
に
つ
い
て

『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
「
習
」
　
の
意
味
と
し
て
十
一
の
意
味
が
知
ら
れ
る
。

原
意
と
し
て
は
、
「
な
ら
ふ
」
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
「
雛
が
異
を
動
か
し
て

と
び
方
を
練
習
す
る
」
「
く
り
か
え
し
行
ふ
」
「
ま
な
ぶ
」
「
を
さ
め
る
」
と
言
う
そ

れ
ぞ
れ
の
中
に
は
、
一
度
頭
に
入
っ
た
も
の
を
、
観
念
の
世
界
（
頭
脳
の
い
と
な
み

の
中
）
と
か
、
肉
体
の
中
に
記
憶
さ
せ
る
事
で
あ
る
ら
し
い
。
従
っ
て
、
題
詞
の

「
夢
の
裏
に
習
ひ
腸
へ
る
」
と
は
、
「
夢
の
中
で
く
り
か
え
し
歌
い
し
っ
か
り
お
さ

え
た
」
と
い
っ
た
意
味
に
敬
語
が
付
加
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一

万
十
六
巻
の
「
夢
裡
作
歌
」
（
三
八
四
八
題
詞
）
は
、
も
ち
ろ
ん
「
習
」
に
は
関
わ

ら
な
い
が
、
「
夢
の
裡
で
作
っ
た
歌
」
と
言
う
意
味
だ
し
、
巻
十
七
－
三
八
四
八
題

詞
、
「
夢
裏
作
歌
」
と
同
意
で
あ
る
。
更
に
こ
の
歌
の
左
注
「
右
一
首
。
忌
部
首
黒

磨
。
夢
裏
作
〓
此
恋
歌
一
贈
レ
友
。
覚
而
令
〓
蘭
習
】
如
レ
前
」
を
見
れ
ば
、
持
銃
の
歌
が
、

「
夢
の
中
で
習
」
ほ
れ
た
歌
で
あ
っ
て
、
「
夢
の
中
で
作
ら
れ
た
歌
」
で
は
な
い
事
が

は
っ
き
り
す
る
。
従
っ
て
当
歌
は
天
武
の
死
に
か
か
わ
っ
て
し
か
る
べ
き
時
に
し
か
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る
べ
き
所
で
作
歌
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
天
武
の
死
に
伴
っ

て
要
請
さ
れ
た
挽
歌
で
あ
っ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。

三
一
六
二
歌
の
挽
歌
性
に
つ
い
て

さ
て
、
当
歌
が
、
天
武
挽
歌
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
挽
歌
性
は
奈
辺
に
存
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
『
注
釈
』
の
場
合
、
壬
申
の
乱
の
際
、
天
皇
に
随
行
し
た
持
銃
が
、
天
武

に
関
し
て
そ
の
難
渋
を
思
い
出
し
、
夢
の
中
に
結
び
つ
き
、
未
完
の
ま
ま
夢
さ
め
た

の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
の
だ
け
れ
ど
、
私
は
『
注
釈
』
　
の
半
ば
否
定
し
た
「
天
武
天

皇
の
神
霊
が
伊
勢
国
へ
赴
か
れ
た
や
う
に
も
解
さ
れ
る
」
と
云
う
事
に
注
意
し
た

（14）
い
。
こ
の
考
え
は
「
挽
歌
と
い
う
観
念
か
ら
さ
う
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
」
と
云

ぅ
の
は
、
実
は
逆
で
、
「
神
風
の
伊
勢
の
国
は
～
」
と
歌
う
事
に
於
い
て
、
死
の
形

象
化
を
達
成
し
、
挽
歌
た
ら
し
め
て
い
る
が
故
、
挽
歌
に
繰
り
込
ま
れ
た
の
だ
と
考

え
る
。
な
ぜ
か
。

「
伊
勢
国
逸
文
風
土
記
」
に
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

伊
勢
国
風
土
記
云
　
夫
伊
勢
国
者
　
天
御
中
主
尊
之
十
二
世
孫
　
天
日
別
命
之

所
〓
平
治
l
　
天
日
別
命
　
神
倭
磐
余
彦
天
皇
　
自
二
彼
西
宮
一
征
〓
此
東
州
一
之

時
、
随
二
天
皇
l
到
〓
紀
伊
国
熊
野
村
一
千
レ
時
　
随
二
金
島
之
導
l
　
入
〓
中
州
l
而

到
二
於
菟
田
下
膵
l
　
天
皇
勅
〓
大
部
日
臣
命
一
日
、
適
薬
膿
駒
長
髄
　
宜
〓
早
征
罰
】

且
勅
l
天
日
別
命
l
日
　
国
二
有
天
捧
之
万
一
宜
レ
平
二
英
国
一
即
賜
〓
標
叙
l
　
天

日
別
命
　
奉
レ
勅
　
東
人
数
首
里
　
其
邑
有
レ
神
　
名
目
二
伊
勢
韓
彦
l
　
天
日
別
命

問
日
　
汝
国
献
〓
於
天
孫
一
哉
　
答
日
　
吾
冤
二
此
国
】
　
居
住
日
久
　
不
二
敢
闘
ウ
命

兵
、
天
日
別
命
　
発
兵
欲
レ
敬
二
其
神
一
千
レ
時
　
畏
伏
啓
云
、
吾
国
悉
献
〓
於
天

孫
一
書
敢
不
レ
居
兵
　
天
日
別
命
問
云
　
汝
之
義
時
　
何
以
為
レ
験
　
啓
日
　
吾

以
こ
今
夜
一
起
二
八
風
l
吹
〓
海
水
－
乗
〓
波
浪
一
将
二
束
入
】
　
此
則
吾
之
却
由
也
　
天

日
別
命
　
整
レ
兵
窺
之
　
此
レ
及
l
串
夜
－
大
風
四
起
　
扇
二
畢
波
瀾
l
　
光
隆
如
レ
日

陸
海
共
朗
　
遂
乗
レ
波
而
東
焉
　
古
語
云
二
神
風
伊
勢
国
　
常
世
浪
寄
園
l
者

蓋
此
謂
レ
之
也
（
静
誠
弼
近
令
レ
）

さ
て
、
こ
の
中
の
古
語
に
注
目
し
よ
う
。
「
風
土
記
」
珠
進
の
詔
が
和
銅
六
年
（
七

二
二
）
に
出
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
古
語
と
は
そ
れ
以
前
の
一
般
的
な
考
え
方
で
あ
っ

た
と
み
て
良
か
ろ
う
。
神
武
天
皇
と
の
か
か
わ
り
に
於
い
て
言
え
ば
既
に
「
記
紀
」

共
に
成
っ
て
い
た
時
の
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
こ
れ
が
二
つ
の
書
に
記
さ
れ
て
な

い
所
か
ら
考
え
る
と
、
伊
勢
独
自
の
話
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
高
市
挽
歌
の
構

成
や
後
述
す
る
「
垂
仁
紀
」
の
構
成
な
ど
は
天
皇
権
力
側
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
伊

勢
の
地
が
天
皇
権
力
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
て
行
っ
た
事
を
語
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
て
良
か
ろ
う
。
伊
勢
に
神
風
が
吹
い
た
の
は
天
皇
権
力
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な

く
、
伊
勢
に
土
着
す
る
考
え
方
で
あ
っ
た
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
伊
勢

津
彦
の
存
在
に
密
着
し
て
そ
の
風
は
あ
っ
た
か
ら
だ
。
も
し
神
風
が
天
皇
権
力
側
に

属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
「
八
風
を
起
し
、
海
水
を
吹
き
」
　
「
波
浪
に
乗

り
」
東
国
へ
去
ろ
う
と
云
う
言
葉
が
伊
勢
津
彦
の
口
よ
り
発
せ
ら
れ
る
は
ず
が
な
い

か
ら
だ
。
「
中
夜
に
及
る
こ
ろ
、
大
風
四
も
に
起
り
て
、
波
瀾
扇
挙
げ
、
光
蛭
き

て
、
日
の
如
く
、
陸
も
海
も
共
に
朗
か
に
」
な
っ
た
と
云
う
所
は
、
伊
勢
浄
彦
の
言

が
伊
勢
津
彦
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
の
も
の
で
は
な

い
。
し
か
も
、
こ
の
「
日
の
如
く
、
陸
も
海
も
共
に
朗
ら
か
に
」
な
っ
た
と
言
う
所

か
ら
は
、
既
に
直
木
孝
次
郎
な
ど
に
よ
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
太
陽
神
と
伊
勢

と
の
深
い
交
わ
り
の
、
天
皇
権
力
浸
入
前
の
在
り
様
を
看
取
す
る
事
が
で
き
る
。

「
青
葉
〓
此
国
一
居
住
日
久
」
と
云
う
所
で
は
、
伊
勢
浄
彦
も
か
つ
て
は
侵
略
者

で
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
せ
ら
れ
る
節
も
無
い
訳
で
は
な
い
が
「
居
住
し
て
日
久
し

い
」
伊
勢
国
を
、
天
皇
権
力
に
よ
っ
て
一
方
的
に
奪
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
伊
勢

国
に
対
す
る
伊
勢
津
彦
の
関
係
は
全
く
零
に
帰
す
る
事
に
な
る
訳
だ
。
ス
サ
ノ
ヲ
が

神
速
い
さ
れ
た
事
を
連
想
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
注
記
の
信
濃
国
と
の
関
係

は
、
当
時
の
律
令
体
制
下
の
信
濃
国
を
考
え
れ
ば
そ
れ
と
な
く
想
像
す
る
事
が
で
き
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る
。
「
東
に
行
き
き
」
と
記
さ
れ
る
所
も
そ
う
な
の
だ
が
、
東
国
信
濃
国
は
、
流
刑

の
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
追
放
は
、
体
制
側
か
ら
、
空
間
的
に
心
理
的
に
へ
だ
て

る
事
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
か
く
て
伊
勢
津
彦
は
伊
勢
に
対
し
て
死
者
同
然
の
存
在

し
か
持
ち
得
な
く
な
る
。
伊
勢
は
神
武
天
皇
の
下
に
以
後
そ
の
平
穏
な
統
治
が
続
く

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
伊
勢
か
は
、
日
の
神
を
祭
っ
て
必
然
性
が
あ
っ
た
。

続
い
て
重
視
さ
る
べ
き
は
「
垂
仁
紀
」
二
十
五
年
条
。

三
月
丁
亥
朔
丙
申
、
離
〓
天
照
大
神
於
豊
名
人
姫
命
で
託
二
千
倭
姫
命
∵
麦
倭
姫

命
求
轟
一
坐
大
神
乏
虞
か
而
撃
菱
田
彼
幡
蒜
等
t
更
還
之
入
二
近
江
璽
東

廻
二
美
濃
丁
到
〓
伊
勢
国
↓
時
天
照
大
神
夢
l
倭
姫
命
一
日
、
是
神
風
伊
勢
国
、
則
常

世
之
浪
重
帰
国
也
。
傍
国
可
怜
国
也
。
欲
レ
屠
二
是
国
可
故
随
二
大
神
教
丁
其
両
立
二

伊
勢
国
可
困
興
〓
斎
宮
子
五
十
鈴
川
上
可
　
是
謂
〓
磯
宮
司
　
則
天
照
大
神
始
自
レ
天
降

之
虞
也
。

神
武
の
制
圧
し
た
伊
勢
に
対
す
る
天
照
の
在
り
様
は
順
序
と
し
て
当
食
後
置
さ
れ

る
べ
き
も
の
だ
。
そ
れ
を
承
け
て
、
一
体
「
則
天
照
大
神
始
自
レ
天
隆
之
虞
也
」
と

は
何
を
語
り
得
る
の
か
。

天
照
大
神
は
、
伊
突
詰
尊
に
よ
り
、
「
高
天
原
を
治
ら
す
べ
し
」
と
勅
任
さ
れ
て

い
た
。
『
書
紀
』
の
記
載
が
そ
れ
を
示
す
。
『
記
』
と
て
も
「
汝
が
命
は
高
天
の
原
を
知

ら
せ
」
と
あ
り
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
天
照
大
神
が
、
「
伊
勢
国
」
の
「
五
十
鈴

州
の
ほ
と
り
」
即
ち
「
天
の
下
」
の
一
地
点
に
、
「
天
よ
り
降
る
」
地
を
決
定
し
た
と

言
う
の
だ
。
か
つ
て
は
笠
縫
邑
に
余
ら
れ
（
崇
神
六
年
紀
）
た
は
ず
の
天
照
大
神
が
、

竜
田
か
ら
近
江
、
美
濃
と
廻
っ
て
遂
に
伊
勢
国
に
降
り
た
と
い
う
訳
だ
。
し
か
も
伊

Ⅴ
暇
爪

勢
の
伊
勢
た
る
ゆ
え
ん
を
「
是
の
神
風
の
伊
勢
の
国
は
常
世
の
重
浪
帰
す
る
国
な

り
。
傍
国
の
可
怜
し
国
な
り
」
と
知
っ
た
上
で
。
こ
れ
は
確
実
に
「
神
武
」
以
後
を

語
る
も
の
だ
。

し
か
る
に
天
照
は
皇
祖
神
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
天
照
が
伊
勢
に
鎮
座
し
た
と

言
う
事
は
、
皇
祖
が
伊
勢
に
居
る
と
い
う
事
だ
。
祖
と
は
今
の
存
在
者
を
根
拠
付
け

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
天
照
大
神
の
降
下
は
皇
室
の
存
在
根
拠
が
地
上
に
降
り

た
事
を
意
味
す
る
。
天
が
地
上
の
伊
勢
を
そ
の
領
域
に
含
め
た
と
見
る
べ
き
か
、
あ

る
い
は
高
天
原
が
伊
勢
に
比
定
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
か
。
天
鼎
大
神
の
降
地
は
、
観

念
世
界
に
一
つ
の
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

「
神
代
記
」
、
「
神
代
紀
」
に
於
い
て
天
照
は
天
に
在
り
続
け
地
に
は
降
り
な
か
っ

た
。
皇
孫
を
下
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
垂
仁
紀
」
で
は
自
ら
降
り
た
。

「
高
天
原
」
「
夜
の
食
国
」
「
海
原
」
の
三
世
界
を
意
識
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
者

を
決
定
し
た
伊
那
那
岐
『
古
事
記
』
の
想
像
レ
ベ
ル
で
は
、
「
地
上
」
が
捉
え
ら
れ

て
な
い
。
し
か
し
『
書
紀
』
　
の
伊
輿
諾
尊
の
そ
れ
で
は
、
「
高
天
原
」
「
漁
海
原
の
潮

の
八
百
重
」
「
天
下
」
と
、
「
天
」
「
海
」
「
地
」
　
の
そ
れ
ぞ
れ
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

『
記
』
と
『
書
紀
』
　
の
こ
の
「
地
」
を
め
ぐ
る
在
り
様
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
か
。

天
武
の
思
惑
を
ベ
ー
ス
に
し
た
と
見
ら
れ
る
。
『
記
』
に
於
い
て
「
地
」
が
扱
わ
れ

な
い
の
は
ど
う
い
う
事
か
。
私
は
そ
れ
を
、
A
天
武
自
身
が
、
高
天
原
を
地
上
に
ま

で
拡
大
し
て
把
え
て
い
た
か
ら
だ
V
と
考
え
る
。

天
麿
が
岩
戸
か
ら
出
た
時
、
再
び
明
る
い
世
界
が
も
ど
り
、
闇
は
克
服
さ
れ
た
。

地
上
の
世
界
に
あ
っ
て
天
武
が
絶
対
的
な
力
を
持
ち
得
た
と
す
れ
ば
、
地
上
世
界

は
、
天
に
天
照
が
居
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
秩
序
整
魚
と
し
て
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

太
陽
を
介
し
て
、
天
と
地
は
断
絶
せ
ざ
る
世
界
と
し
て
意
識
さ
れ
た
と
見
て
さ
し
つ

か
え
な
い
。
し
か
る
に
、
夜
、
太
陽
が
地
に
入
っ
た
時
、
「
高
天
原
は
皆
暗
く
、
葦

原
の
中
つ
国
悉
忙
闇
し
。
こ
れ
に
因
り
て
常
夜
行
く
。
こ
こ
に
万
の
神
の
声
は
、
さ

岨
な
す
満
ち
、
万
の
妖
悉
忙
発
り
き
」
と
い
う
状
況
が
、
海
原
と
共
に
残
さ
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
月
読
命
と
ス
サ
ノ
ヲ
に
そ
れ
ぞ
れ
が
托
さ
れ
た
理
由
で
あ
っ

た
。
そ
れ
以
外
は
即
ち
全
て
「
天
腰
の
世
界
」
に
入
り
得
た
と
見
て
さ
し
つ
か
え
あ

る
ま
い
。

天
武
が
そ
の
思
惑
の
中
に
、
伊
勢
を
天
贋
の
お
さ
め
る
高
天
原
と
見
て
い
た
と
考

え
て
良
い
と
す
れ
ば
、
神
あ
が
っ
て
他
界
へ
と
帰
還
す
る
場
合
、
そ
の
死
者
は
ど
こ
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に
行
く
の
か
を
考
え
れ
ば
良
い
事
と
な
ろ
う
。

中
国
古
代
に
於
い
て
、
既
に
「
死
」
に
も
階
級
が
存
し
た
事
は
『
礼
記
』
を
見
れ

ば
そ
の
漢
字
表
記
の
上
に
明
ら
か
だ
。
日
本
の
文
献
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
事
は
周

知
の
所
で
あ
ろ
う
。

天
皇
が
死
ぬ
事
は
な
ぜ
「
か
み
あ
が
り
」
な
の
か
。
そ
れ
は
人
と
し
て
、
地
上
の

生
命
を
生
き
る
以
前
の
居
所
に
も
ど
る
事
を
云
う
の
だ
ろ
う
。
高
天
原
か
ら
や
っ
て

来
た
者
は
そ
こ
に
帰
っ
て
行
く
の
に
違
い
な
い
。
折
口
信
夫
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
よ
う
に
日
本
に
は
祖
霊
信
仰
が
基
本
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
l
人

の
死
者
の
祖
霊
へ
の
合
体
は
、
そ
の
死
者
が
在
る
べ
き
所
に
在
る
事
を
意
味
し
ょ

う
。
天
皇
と
て
同
様
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
た
だ
、
天
皇
は
、
天
か
ら
降
る
と
い
う
事

で
、
地
上
の
人
間
と
そ
の
性
格
を
異
に
し
、
天
皇
た
り
得
る
と
い
う
事
だ
。
だ
か
ら

祖
先
神
天
照
大
神
の
お
さ
め
る
高
天
原
へ
死
者
は
神
上
が
る
の
で
あ
る
。
祖
先
と
の

か
か
わ
り
を
意
識
す
る
そ
の
し
方
は
、
系
譜
意
識
に
於
い
て
既
に
見
ら
れ
る
訳
だ

が
、
天
武
の
時
代
、
『
古
事
記
』
に
云
う
「
帝
皇
日
継
」
は
そ
の
も
の
ず
ば
り
を
語
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
持
銃
が
「
あ
や
に
と
も
し
き
」
と
歌
っ
て
い
た
所
に
は
、
皇
祖

神
と
の
合
一
、
あ
る
い
は
祖
神
の
い
る
高
天
原
へ
の
帰
還
が
あ
っ
た
と
云
う
事
が
で

き
る
。四

　
お
わ
り
に

伊
勢
に
は
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
か
の
如
く
記
さ
れ
る
天
智
天
皇
の
挽
歌
に
さ

え
、
「
み
命
は
合
く
天
足
ら
し
た
り
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
伊
勢
に
関
わ
っ
て
天
の

下
を
一
手
に
お
さ
め
た
天
武
の
死
を
、
伊
勢
に
関
係
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
は
必
然
の

成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
こ
が
天
照
大
神
の
始
め
て
降
り
た
所
と
し
て
「
高

天
原
」
を
想
定
さ
せ
る
と
す
れ
ば
伊
勢
を
歌
い
入
む
事
に
於
い
て
「
死
」
を
形
象
す

る
事
は
十
分
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

か
つ
て
、
死
を
悲
し
む
の
は
仏
教
の
影
響
に
他
な
ら
ぬ
と
い
う
主
張
に
出
あ
っ
た

事
が
あ
る
が
、
死
に
関
わ
る
歌
全
て
を
悲
し
み
の
位
相
に
於
い
て
の
み
見
る
の
は
危

険
と
も
云
え
そ
う
だ
。
祖
神
に
合
一
で
き
る
そ
の
死
者
の
在
り
よ
う
は
「
と
も
し

き
」
心
を
歌
い
手
に
お
こ
さ
せ
る
こ
と
も
在
り
得
た
と
い
う
事
だ
。
あ
る
い
は
持
銃

は
、
天
武
の
死
の
悲
し
み
を
「
あ
や
に
と
も
し
き
」
と
歌
う
事
に
よ
っ
て
カ
タ
ル
シ

ス
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
再
び
生
き
て
帰
ら
ぬ
夫
を
思
い
、
そ
の
死
を
、
自
ら
の

望
む
状
況
に
於
い
て
お
さ
え
る
事
で
そ
の
死
を
、
そ
し
て
そ
れ
に
関
わ
っ
て
起
る
心

性
を
表
現
し
た
と
も
言
え
よ
う
。

か
か
る
歌
を
未
完
成
と
し
て
阻
く
の
は
や
は
り
お
か
し
い
。
そ
の
論
理
構
造
が
明

ら
か
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
の
意
識
を
こ
そ
変
え
て
行
く
べ
き
だ
。
古
代
は
我

々
に
引
き
つ
け
て
見
え
る
の
で
は
な
く
、
我
々
が
舌
代
を
見
る
目
を
構
築
し
て
こ
そ

見
え
て
来
る
も
の
な
の
に
違
い
な
い
。
当
歌
は
、
古
代
の
南
天
原
の
観
念
の
構
造
変

化
を
明
ら
か
に
す
る
事
で
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
考
え
る
。

（注）旧
　
『
古
代
人
と
夢
』
P
4
6

夙
　
大
宗
師
第
六

佃
　
団
に
同
じ

㈲
　
斉
物
論
算
二

田
　
㈲
に
同
じ

㈹
　
人
間
世
第
四

m
　
十
二
巻
道
応
訓

㈲
　
上
田
正
昭
に
説
が
あ
る
。

㈹
　
「
大
友
皇
子
伝
」

個
　
九
一
「
悲
不
運
」
五
言

旭
　
二
八
「
秋
夜
国
情
」
五
言

的
　
U
に
同
じ

個
　
以
下
凹
に
同
じ

掴
　
『
万
葉
代
匠
記
』
・
『
万
葉
集
全
註
釈
』
に
こ
れ
に
通
じ
る
考
え
が
あ
る
。

個
　
常
世
に
つ
い
て
は
折
口
信
夫
の
考
え
方
に
よ
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
考
え
る
。
死
者

の
国
に
も
な
る
事
を
記
憶
し
た
い
。


